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研究成果の概要： 
  京都工芸繊維大学美術工芸資料館の裂地コレクションについて、染織技術史的に裂地に用

いられた染、織の技法を解明するために個別的な資料の目視および科学的調査を行なった。こ

の成果をもとに 2008 年 3 月より 5 月まで企画展『裂地を辿る－－京都工芸繊維大学美術工芸

資料館蔵染織品の初公開－－』を開催した。また、本調査・分析成果を冊子としてまとめ図録

として刊行した。 

 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００７年度 3,200,000 960,000 4,160,000 

２００８年度 500,000 150,000 650,000 

年度  

年度  

  年度  

総 計 3,700,000 1,110,000 4,810,000 

 

 

研究分野：文化財科学 

科研費の分科・細目：博物館学 

キーワード：（1）文化財科学 （2）博物館学 （3）分析化学 （4）染織技術史 

（5）感性工学 

 
１．研究開始当初の背景 
 京都工芸繊維大学の母体である京都高等工
芸学校は設立(1902年)当初より主として教材
並びに研究用の素材として多数の標本を収集
してきた。この標本類の教育研究上の積極的
再利用を目指して京部工芸繊維大学美術工芸
資料館は、1980 年設立され翌年開館した。開
館後約四半世紀経った現在も資料の一般公開
と併せ、ポスター、建築図面等多岐に亘る資
料の収集活動を展開している。   
本資料館蔵品の中で数の上で圧倒的に多い

のは染織資料である。所蔵資料の中で染織品

は染織裂地標本帖のほか，衣類・カーテン・
布及び裂がある。その中で「裂地」について
は、散逸を避けるために衣類等の見本地を台
紙に貼り「裂地帳」の体裁にしたもの、或は
製本・合綴されずに、「裂地」の状態のまま
受入れ、登録されているものがある。これら
の資料は、1903 年から 1939 年までに収集さ
れたものが多く、その購入時期は明確に記録
され購入時期の数年内に製作されたものと考
えてよい。また、時代裂と分類される裂地は、
その購入時期が整理の途中で不明となってお
り、標本台帳に未登録になっている。これら



染織裂地は、美術史、染織史、染色技術史、
交易史及び文化財科学等の視点から調査研究
の上での公開展示が要請されていた。 
 
２．研究の目的 
 美術工芸資料館の裂地コレクションについ
ては、平成 15 年より染織関連試料調査研究
会（調査会）を組織し、学内だけでなく広く
学外からも委員を募り、裂地帖及び裂地帖の
体裁をとらない裂等の分類調査、目視調査及
び化学調査を行ってきた。本研究では、この
調査会における資料の整理作業を継続すると
ともに、個別的な資料の目視および科学的調
査の上で、染織技術史的に裂地に用いられた
染、織の技法を解明するとともに「文化財」
科学的に用いられた材質の分析を行なう事を
目的とする。この成果をもとにして 2008 年
春に『裂地を辿る－－京都工芸繊維大学美術
工芸資料館蔵染織品の初公開－－』を開催し、
行った調査・分析結果を合わせてこのコレク
ションを展示する。さらに、調査・分析成果
を小冊子にまとめる。裂地標本については写
真撮影等、データのデジタル化を行い、ホー
ムページ上での公開を行なう。 
 
３．研究の方法 

七万件を超える裂地について、主なもの

は、その歴史的、染織技術的意義を調査し、

材質分析を非破壊的に行い、更にこれらを

ホームページ上で公開するためには、専門

分野の異なる多くの研究者や技術者の協力

が不可欠である。本学の染織関連資料調査

委員会は、そのような趣旨で発足し委員を

学内外から選定した。本申請の研究体制は

この調査会に拠る物である。委員長は資料

館館長（H19年度までは竹内次男（建築史）、

H20 年度より並木誠士（美学））が勤め、

学内からは佐々木良子（文化財科学）、浦

川宏（材料物理化学）、森本一成（感性情

報工学）、佐々木健（有機化学）西村太郎

（繊維機械）、平山鋭（物理化学）及び高

度技術支援センターが、学外からは沢田む

つ代（東京国立博物館）、尾形充彦（正倉

院事務所）、藤井健三（元京都市染織試験

場）、生谷吉男（元倉敷芸術科学大学）が

参加している。 

 
４．研究成果 

京都工芸繊維大学美術工芸資料館の裂地コ
レクションについて、染織技術史的に裂地に
用いられた染、織の技法を解明するために個
別的な資料の目視および科学的調査を行い、
この成果をもとに 2008 年 3 月より企画展『裂
地を辿る－－京都工芸繊維大学美術工芸資料
館蔵染織品の初公開』を開催した。また、本

調査・分析成果を冊子としてまとめ図録とし
て刊行した。主な成果は以下の通りである。 
(1)裂地数が82363点であることを確定し、

写真撮影を行った。 
(2)特徴のある裂について、染織技術史的目

視調査を行い、詳細な調査票を作成した。 
(3)文化財染織品の材質分析について、収蔵

場所での染料分析と繊維素材分析の非破
壊分析手法の開発を行った。変色の著し
い一部資料について染料成分の特定に成
功し、それに基づく制作当時の色彩をデ
ジタル的に再現した。技術史的背景にこ
の化学分析および先端技術を加えた文理
融合型展示と解説を行った。 

(4)化学分析に基づく成果を視覚的に伝え
るためのデジタル復元手法を用い、展示
に反映させた。 

(5)成果をデータベース化し、学内限定で
Web上にて公開した。 

(6)大学所有の最先端研究機器を用いる調
査を行った。特に、江戸時代の時代裂に
おける紅染めについて一部資料を三次元
蛍光分光法により非破壊的に詳細な調査
を行ったところ、ほとんどの事例で黄色
染料が重ね染めされており、黄檗の使用
が多数であることを明らかにした。 

(7)脱落糸片を利用し、破壊分析であるESI

イオン化質量分析を導入し、超微量での

染料分析に成功した。 

(8) 『裂地を辿る』展会期中に 1500 人を越
える来場者を、更に二回開催したギャラ
リートークには220名を超える出席を得た。
染織品調査会メンバーによる研究成果報
告会を開催し、50 数名の専門家の出席を
得た。 
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